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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞

・修繕関係～Ｃユニット７号室鍵付け本日終了。新しい鍵は、鍵箱保管(全30本)となります。

　　　　　　Ａユニット９号室（格子側）雨漏り修理9/8予定

・中間サマリー提出9/20（火）まで（看護・介護で総合的に行って下さい）

・看護Ｇ研修～27日、30日に予定（掲示）されているSST研修の参加者の確認したいとの事でした。グループ分けなど人数の配分等の関係もあり、参加希望者は、9日までに東SGMまでメール返信して下さい。
・秋祭り担当～・バザーの提供品が不足しており、協力お願いします。WIZ掲示板添付より自分で値段を付け、担当松橋まで。

　　　　　　　・患者様の小遣いは500円で設定しています。各担当でご家族より了承を頂き、Ａスタッフオフィスの用紙に記載（9/9金まで）行って下さい。

　　　　　　　　また、食事制限のある患者様は診察時に主治医確認行います。

・リハプロ　～今後のアフターミーティングは、午後の活動終了し、患者様誘導後すぐ体育館での実施となります。

・防災委員会～9/8（木）のリハビリテーションプログラムは防災ビデオ鑑賞にないます。

・部屋移動　～寺澤　一男様：10号→16号室

　　　　　　　小平　祐子様：９号→10号室　移動となります。

＜患者様連絡事項＞

・外山　尚武様～臨時薬同内容にて7日分継続処方となる。

・棟方　直浩様～臨時薬7日分継続処方となる。精神神経用剤のセロクエル（100）2T　1×vds　は夜間不穏続いている事から、本日より夕食後薬に変更し2日分処方となる。夜間の不穏状態・睡眠状態の観察を行って行きましょう。

・赤石　陽介様～本日夕より臨時薬変更にて7日分処方となる。気管支喘息薬オノン4C→2C、催眠鎮静剤フルニトラゼパム1mg→2mg、催眠鎮静剤エスタゾラム中止。

・水梨　孝純様～左側腹部に内出血あり、週３回の入浴時にきちんと確認・カルテ記載を行い、主治医診察時に1週間分をまとめて報告とします。

・棟方　直浩様～両下肢浮腫あり主治医診察にて様子観察の指示あり。

・畑中　成夫様～精神神経用剤ハロステン錠中止でリントン増薬となる。

＜安ヶ平Ｄｒ診察患者様＞

・木村　格治様～尿もれ薬の副作用での振戦を訴え、来週の定期薬より止めとなります。また、食事のまずさを訴え、エンシュア希望あるが、自分で工夫し、食事を摂るよう進められています。

・藤井　崇史様～抗精神薬を飲んでいないと心がもろくなると話す。また、耳の圧迫感を話す。

　　　　　　　　自分の状態を知りたいと心理検査希望し、MRIS-Rとクレペリン検査の指示が出ています。

・松橋　清子様～予測指示（拒薬時の様子観察）9/21まで継続。

＜受け持ち患者様ケアプラン評価検討＞鳥谷部Ns・伊藤Ns

・寺澤　一男様～＃1、失見当識障害

　　　　　　　　O-P-1.表情・言動

　　　　　　　　　　2.尿意・便意の有無

　　　　　　　　　　3.放尿の有無・時間

　　　　　　　　　　4.自室やトイレが分かるか

　　　　　　　　T-P-1.トイレ誘導

　　　　　　　　　　　※夜は21時・2時・6時。日中は、都度声掛けする。

　　　　　　　　　　2.自室やトイレが分からない際（ウロウロしている）は、声掛けし

誘導する。

　　　　　　　　　　3.他室侵入時は、トラブルとならないようよう、自室へ誘導する。

＜新入院患者様＞

・小林　満様（30）　主病名：アルコール依存症　　主治医：田名部Dr　　SW：三浦・山田
入院形態：任意入院　　Dユニット19号室

9月2日、平成21年5月25日以来の受診。これまでの間、窃盗罪で逮捕・拘置されていたが、平23年8月31日仮釈放。拘置中、抗不安薬・睡眠剤処方されていたが、釈放後について、「急に薬をやめたくない」と継続的な服用を希望していた。釈放後、薬がない状態だった為、ソワソワ感・発汗のひどさ、不眠出現。セルシン（抗不安薬）1A筋肉注射実施し帰宅。9月5日受診。その後はイライラなく落ち着いていたとの事。入院治療を受け、社会復帰を目指したいとの希望あることから、平成23年9月6日入院予約としていた。9月6日受診、　アルコール依存症治療プログラム実施の契約をし、東病棟Dユニットへ任意入院となる。
病棟オリエンテーションには理解ありますが「すぐ移動になるんでしょ。」との返答聞かれています。入院後はホールにてテレビを観て過ごされています。過去の入院では、外出時の飲酒・他患者様との性的逸脱行為あり退院。今回の入院ではアルコール依存症治療プログラムの必要性の理解協力が得られるよう指導・介入していきます。
　　　・青森での断酒プログラムは母様同伴で、主治医許可となります。

　　　・マンガ本たくさん持参しており、他者への貸し出しによる紛失・トラブルを注意。

・家族洗濯　・買物カード無し

・反社会的な行動を繰り返しており、過去２回に退院も踏まえ、ケース検討しながら対応して行きます。






















